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9.	
 	
 研究実績の概要	
 

下欄には、当該年度に実施した研究の成果について、その具体的内容、意義、重要性等を、交付申請書に記載した	
 

「研究の目的」、「研究実施計画」に照らし、600 字～800 字で、できるだけ分かりやすく記述すること。また、国立	
 

情報学研究所でﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化するため、図、ｸﾞﾗﾌ等は記載しないこと。	
 

本研究では，動的なネットワークを対象に，ネットワークの状況変化に対して出力を変化させ
ていくという自律適応性と，ネットワークの変化が頻発しても安定した出力をユーザに提供する
という安定性の2つの性質を同時に満たす分散アルゴリズムの設計手法を確立することを目標と
している．	
 
本年度は(i)故障耐性と安定性をそなえた分散アルゴリズムの設計手法について成果を得ると

ともに，(ii)無線アドホックネットワークや無線センサネットワークの制御・運用手法について
初年度の結果を拡張し，実験評価等を行った．	
 
(i)については，故障計算機の最悪時の振る舞いを想定したビザンチン故障モデルを対象に，

その影響の局所化により安定性を実現し，故障の影響からの自律的な修復を行う手法を提案した
．この手法は，今まで耐ビザンチン故障自己安定アルゴリズムが設計できないと示されている問
題の多くに適用することが可能である．また，計算機の一時故障後に分散システムが復帰する際
の最適性を新たに提案し，最適な（つまり，効率のよい）復帰に必要な情報量を示した．つまり
，効率よくシステムを復帰させつつ，計算量を削減できる限界を明らかにした．これら2つの成
果は国際会議で口頭発表を行い，現在論文誌投稿準備中である．	
 
(ii)については，初年度に提案したアドホックネットワークのクラスタリング手法，センサネ

ットワークでのデータ収集手法の実験評価を行った．これにより，いずれの手法もネットワーク
の状況変化や計算機故障に対して自律適応性と安定性をもつことを理論的，実験的に確認したこ
ととなる．前者については国際会議で口頭発表を行い，論文誌投稿準備中である．	
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